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第一章 緒 論

『ロベ ル ト、ユ,ホ 氏 ニ ヨ リテ 結核 菌 磯 見 セ ラ

レテ今 ヤ40年 二垂 ン トシ、 「ツベ ル ク リ;i知

ラ レテ飢 二30年 以 上 テ 閲 スル=、 吾 入 未 グ結

核 ノ特殊 診 断 及特 磯 治 療 二就 キ、 コ レ トシテ見

ラ ルベ キ 何 等 一般 的 知 見 テ 有 セ ズ。 結 核 ノ認

識、 豫防 、 治療 二必 要 ナ ル結核 菌 ノ特 殊 性 能 テ

未 グ吾人 ハ習得 シ居 ラザ ル ナ リ』 トハ1922年

「一結 核診 断 液 」ナ ル論設 ノ冒頭 二於 テFornet

ノ洩 セル嘆 キ デ アル。 然'レニ爾來 十有 絵 年 ラi脛

タル今 日吾 人 果 シテ幾 許 力彼 ノ慷慨 ノ輕 減 セル

テ見得 ルデ ア ラウ カ。

假 令近 時 「レ ン トゲ ン」二依 ル 結 核 ノ観 察 二於

テ、 即其 ノ嚢 生 ト進 展 トノ機 轄 二就 テ吾 人 ノ知

見 躍進 セル モ ノ ア リ ト難 、 ソバ 未 グ結 核 撲 滅 ノ

爲 メ ニ微 力 テ致 ス ノ ミニ シテ、 今 猫 吾 人 ハdテ

追 ツテ烈 シキ結 核 ノ惨 害 テ前 二、 之 子撲 滅 スベ

キ爲 メ ノ確 タル治 療 、 豫 防 及 診 断 法 ノ見 ル〈ごキ

Ilモノ峯 々 タル ハ、 コ レ實 二留 學 ノー一大 恨 事 トス
Ilル所 デア

ル。

抑 々結 核 凝集反 慮 ハ、腸 「チ フ ス」凝 集 反癒(Gru-

ber-widalscheReaktionlガ 漸 ク其 ノ早 期診 断

的 慣値 テ謳 歌 サ レ來 レル時 代 二試 ミラ レ シモ ノ

ー シテ・ コ ノ結 核 凝 集 反 磨 テ シテ結 核 ノ早期 診

断 タ ラ シメ ン トハ、 幾 多 先 人 醤 家 ノ眞 劒 ナ ル願

デ アツ タ。然 ルー 「結 核 凝 集 反 慮 ハ軍 二學 術 上 ノ

興 味 テ有 スル ノ ミニ シテ、何 等 臨 休 上 ノ債値 テ

有 スル モ1二 非 ズ」 トハ1:十 数 年 ノ長 キ_亙 リ

實 二百有 絵 名 二達 ス ル實 施 者 ノ研 究 ト努 力 テ以

テ獲 タル所 ノ惨 タ ル結 論 デ ア ツ タ。 然 ル ガ故_

馨 學 學 生及 ピ臨躰 馨 家 ノ良 友 タ ルベ キウ レ ンペ

、

レ ル診 噺 霧 ハ假 令 結 核 血 清診 噺 法 ト シテ、 補 艦

縛 向 反慮 、 沈 降 反慮 及 架 状 反 慮 テ紹 介 ス トモ、

凝集 反慮 二就 キ テハ其 ノ名 構 グ ニ記 載 シナ イ ノ

デ アル。 然 レ ド吾 人 ハ先 人 達 ノ勢 苦 ガ無 二蹄 セ

ル モ ノ ト信 ズ ベ キ デハ ナ ィ、 其 ノ間 幾 多 ノ問 題

チ見 出 シ、 不 備 ノ中 一 ア リテ モ病 完 成 ヘ ノ礎 石

テ残 ス ト言 フ、 其 ノ歴 史 的 使 命 テ果 シ來 ツ タ ノ

ア ア ル 。

抑 々結 核 凝 集 反 慮 史 テ其 ノ歴 史 二從 ヒテ観 察 ス

ル ニ、 大 禮 二於 テ三期 子劃 シ得 ベ シ ト信 ズ ル。

即 第 一期 トハ結 核菌 培 養 ガ粘 稠 ナ ル蝋 様 被 膜 テ

以 テ相 互 二密 著 シテ塊 團 テ爲 シ、 容 易 二ZF等 二

離 散 セザ ル ガ故 二李 等培 養 トカ又 ハ種 々 ナ ル物

理 的 、 化學 的操 作 二依 リ李 等 菌液 子得 ン ト努 力

セル1898年 ヨ リ1909年 頃 迄 テ言 ヒ、 第 二期 ト

ハ凝 集 反 慮 テ實施 シテ、抗 元 、抗 禮 テ直 接作 用

セ シムル ニ ハ結 核 菌 ノ蝋 様 被 膜 ガ障碍 タル ニ氣

付 キ テ、極 力蝋 様 被膜 テ奪 取 シ タル下 等 菌 液 テ

作 ラ ン ト試 ミタル1922年 ノFornet以 降 手言

ヒ、 第 三 期 ト・・、1927年 ノ 柴 田 氏 、1929年 ノ

Sproncku.Hamburgerノ 試Esrル 憂 性 結 核

菌 或 ハ非 抗 酸 性 結 核 菌 ラ抗 元 トセ ル近 時 テ指 シ

テ言 フ ノテ アル。

而 シテ現 今 二到 ル迄 結 核 凝 集 反 慮 ノー 定 剣 一ナ

ル反 慮 結 果 テ見能 ハ ザ リ シバ、 一 ツー ハ結 核 ナ

ル疾 病 及 ピ結 核 菌 ノ特 種 性 質 二依 ル ナ ラ ンモ、

亦 實 二結 核 菌 自身 ノ生物 學 的 性 質 二封 スルー 般

的 研 究 、 認 識 ノ及 バ ザ リ シ爲 メ ト言 ヒ得 ル1デ

アル。 然 ル ー 近 時Kumbary(1911)、Dosta1

(1916)"i有 馬 、 青 山、 太 縄 く1920)ノ 後 テ 享 ケ
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テ、Kirchner(1928,.1931)、Calmettel1930)s

FontesO931)、Vaudremer(1931)及 ピMuch

(19311等 諸 槽 威 ノ陸 績 タル研 究毅 表 二依 リb結

核 病 原 菌 が コ ッホ ノ定 型 的抗 酸 性 桿菌 ノ箪 一 型

ノ ミー非 ズ シテ、 ソ レハ 多種 多様 ノ型 態 テ トリ

得 ル ト共 二、 非 抗 酸 性 トモ、 グ ラム陰 性 卜tナ

リ得 ル でノ ー シ ナ、 而 モ病 其 ノ間大 盟 二於 テー

定 ノ爽 育過 提 ノ存 在 人ル事漸 ク認 メ ラル ・二到

ツ ノごノデ アル。 而 シテCalmette!姐 キ ハ結 核

菌 ガ極 メテ微細 ナル塵 埃 様 微粒 子 卜兄 エル モ ノ

ヨ リ、球 菌 梼獺 粒 トナ リ、 其 ノ中 ヨ リ薄 キ桿 舩

薗 ガ畿 育 シ、 艮 クナ リ、 横 二分 裂 シテ抗 酸 性 テ

獲 得 シ、而 シテ定 型 的結 核 菌 トナ ル モ ノニ シテ、

コ ・.ホノ褒 見セル結 核 菌 ハ斯 ク ノ如 キ、Elemen-

tarorganismusノ 種 、 ナ々 ル 磯 育時 期 テ縄 タ ル

Endglied二 過 ギズ1・1,張 シタ ノ デ アル。

斯 カ ル折 シモ 多年膿 汁酸 二關 ス ル研 究 テ縦 績 シ

來 レ ル任 ガ中 川 内科 教 室 二於 テ、 中川 教 授 卜中

川 誠 一 博士 トニ依 リ、膿 汁酸 唖 類 テー 定 濃 度 二

添 加 シクル液 禮培 養 基 ニ コ ッホ ノ定 型 的 結 核 菌

ノ純 梓 培 養 テ移 植 シ、以 テ其 ノ深 部 二球 菌型 、穎

粒 状 桿 菌 、 及 ビ桿 菌歌 テ呈 セ ル非抗 酸 性 結 核 菌

ラ育 成 セ シ メ得 ル事 二成 功 シ タ(Kl.Wochens-

chrift,Nr.9S.303(1935)及 ピ 結 核13巻 、

5號 ♪。而 シテ此 ノ中川 氏 非 抗 酸 性結 核 菌 ハ 同時

二培 養 基 上及 ピ動 物 禮 内 二於 テ定型 的 コ ッホ ノ

抗 酸 性 結 核 菌 二還 元 シ得 ル事 モ謹 明 セ ラ レタ.

然 レ ド猶 余 ハ凝 集反 磨 ノ立 場 ヨ リ中川 氏 菌 が確

實 二結 核菌 ナ ル事 ラ謹 明 スル ト共 二、不 結果 一

終 レル結 核 凝 集 反 慮 斗 シテ、 其 ノ決 定 的 結 論 二

迄 導 カ ン ト昭 和9年9月 以 來 中川 教授 ノ指 導 下

∴中川氏菌テ以テ凝集反慮 ノ研究 二從事 シ來 ツ

タ。

抑 々結 核 凝 巣 反慮 轟於 テ結 核 菌 ノ蝋 様 被 膜 ガ抗

元 抗 膿 ノ結 合1=大 イナ ル障 碍 タル ハ言 ヲ俊 タ ザ

ル モ、其 ノ牢 固 タ ル蝦 様 被膜 ラ奪 取 セ ン ト シテ

試 こタ ル弼 烈 ナ ル、物 理 的 、 化學 的 操 作 ガ,菌

船 自身 ノ組 成 二迄 即 其 ノ生 物 刷 吻性 能 二迄 影響

ス ル 事無 シ トハ何人 モ噺 ジ得 ナ{。 然 ル ガ故 二

蝋 様 被膜 ラ 奪取 シテ病 其 ノ菌 ノ生物 撃 的 性 能 ラ

保 タ ンゐ へ 飽 ク迄 モ生 菌 ノマ ・其 ノ外 被 ヲ 奪

取 シ、 而 モ假 令其 ノ外 被 ヲ奪 フ トモ猴 菌 ノ生命

即壌 刺 タ ル搬 育 、壇 殖 力 ラ有 スル ガ如 専 モ ノデ

ナ ケ レバ ナ ラ ヌ。 而 モ凝 集 反 慮 ノ抗 元 タル ー ハ

同 時 ニー 定型 ノ非 抗 酸 性 結 核 菌 ガ多量 二得 ラ レ

ナ ケ レパ ナ ラ ヌ。 斯 ク ノ如 キ 見地 ヨ リスル ナ ラ

バ中 川 氏 非抗 酸 性 結 核 菌 ノ如 キ ハ凝 集 反 慮抗 七

トシテ理 論 的 ニ ハ實 二理 想 的 ナ モ ノ ト言 ヒ得 ・ご

キ デ ア ル。 即 余 等 バー 定 ノ操 作 ニ ヨ リ毎 回 一 定

型 ノ桿 菌 又 バ ー定 型 ノ球 菌 テ騒 育 セ シメ 且純 梓

培 養 シ得 タル が故 二、 余 ハ桿 菌 ト球 菌 トテ以 テ

凝 集 反 慮 ラ實 施 シ、Calmette等 ノ循項 説 ヨ リ

見 テ、最 モ幼 若 ナ ル 結 核 菌 ナ ル 球 菌 ト、 最 モ

コッホ ノ定 型 的 結 核 菌 二近 キ桿 菌 卜何 レガ 抗 元

トシテ理 想 的 ナ ラ ンカ テ 研 索 シ、 同 時 二30有

除 年 ノ歴 史 ノ下 セ ル ・J臨休 上 無 債 値 」ナ リ ト ノ結

論 ラ検 討 シ、 出來 得 ベ ク ン・tl斯ク ノ如 キ結 論 テ

シテ歴 史 的 記 念 タ ラ シメ、 進 ンデ昔 日 ノ夢 タ リ

シ早 期診 噺 的 償値 テ確 固 タ ル實 験 成 績 上 二築 カ

ンモ ノ トー 意 專 心 努 力 テ績 ケ、 今 ヤ確 信 アル結

論 二到 達 セ ル テ以 テ、此 慮 二實 験 経 過 テ褒 表 シ、

余 ノ見解 テ述 ベ ン トスル。

第二章 結核凝集反慮略史

幾 多 ノ偉 大 ナル蕨 見、研 究 ラ以 テ署 學 史 テ華 二

彩 レルー一馨ajノ 飛躍 時 代 ナ リ シ19世 紀 モ將 二

終 ラ ン トセル1896年 、Gruber及 ビDurham

ハ腸 「チ フス」免 疫 血 清 ノ抗 菌 作 用研 究 ノ途 次 、

硝 子 管 中 ノ腸 「チ フ ス」 免疫 稀 繹 血 清r加 ヘ タ

ル、腸 「チ フ 入」菌 ガ塊 集 ラナ シテ沈 下 シ、其 ノ運

動 性 テ失 フテ観 察 シ、 此虎 二圖 ラズ モ彼 等 ハ凝

集 反 鷹 テ登 見 ス ル ニ到 ツ タn而 シテ 同年GrUn-

baumノ 逡 巡 ハ途 二Widalテ シテ腸 一一チ フ ス」

血 清 診 断 ノ成 功 者 タ ラ シ メ、 細 菌 學 、 血 清 學 及
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ピ臨躰診断學上ニー大光明ラ投 ズル事 トナツ

タ。翌年1897年Ferranハ 動物實験 二於テ結

核菌 テ以テスルモ亦凝集反慮 ノ起 ル ト言フ事 テ

登表シ、結核凝集反慮 ノ先嘔者 トナツタノデア

ルo

第 一 節 第 一 期 結 核 凝 集 反 慰 史

結 核 凝 集 反慮 テ臨 抹 上結 核 患 者 ノ血 満 診 断 二慮

用 セル ハ、Arloingu.Courmont一 シテ、 彼

等 ・・Ferranノ 實 施 セル翌 年1898年 彼 等 ノ成

功 セル結核 菌 李等 培 養 ヨ リ李 等 菌液 テ作 製 シ、

200名 ノ患者 二試 ミタル テ以 テ喘 矢 トスル。 而

シテ雨 氏 ハ其 ノ實 験 成績 ヨ リ論 ズ ル ニ、 肺 結 核

ノ初 期 ノ多 撒 ハ陽 性 二反 慮 シ、 重 症 ノ者 、 末 期

ノ者 或 ハ急 性 ナ ル結 核 即粟 粒 結 核 及 ピ結 核 性 磯

膜 炎 二於 テハ頻 々陰 性 ナ ル事 ア リ、 而 シテ外 観

上健 康 者 ト認 メ ラル ・者 ニ シテ反 慮 陽 性 ナ ル時

ハ、 潜伏 結 核 ト見倣 シテ可 ナ ル ベ ク、 然 ル ガ故

二結 核 早期 診断 二役 立 ツモ ノナ リ ト論 ジ タ。 時

恰 モ腸 「チ フス」凝 集 反 慮 ナ ル、Gruber-Wida1。

scheReaktionガ 績 々現 レ タル追 試 者 二依 リ次

第 二其 ノ診断 的 償値 ヲ高 メ、 確 固 タ ル臨 休 上 ノ

基 礎 テ作 レル折 ナ リシガ故 二、 異 常 ナ ル刺戟 テ

學 界 二投 ジ、 諸學 者 ノ大 イナ ル興 味 ノ中心 トナ

ツタ。而 シテ直 チ ニ追 試 セルMongour,Buard,

Blumenthal,Rothame1及 ピBendix等 ハ賛

意 ラ表 セル モ、1900年 ノ6月Becku.Rabino-

witschガ 健 康 者 及 ビ非 結 核 患 者 二於 テ モ彊 ク

陽性 テ 呈 スル ノ故 デ 以 テ 不質 成 テ 唱 ヘ ル ヤ、

Fraenke1,NeisserLubowski,Knopf及 ピ

Horcicka等(1900)ハ 績 々反 封 意 見 テ褒 表 シb

カ ノRobertKoch(1901)ハ 自 ラArloingu.

Courmontノ 菌 液 二勝 ル ト自員 スル磨碑 法 二依

ル孕等 菌液 テ以 テ追 試 シ、 健 康 者 ト結 核 患者 ト

ノ間 二判 別 ラ與 フベ キ境 界 テ決 定 シ能 ハザ ル故

テ 以 ツテ、 診 断 上使 用 シ得 ザ ル モ!ト 論 ジ、

Ficker,Moeller(1901),Gracia,RuitingaNe-

belthan,Gebhardu.Torday(1902)等 モ亦 反

慮 ノ陽陰 テ以 テ 直 チ ら 結 核 ノ有無 テ 決 定 シ 得

ズ、 然 モ特 異 反慮 ナ ラザ ル故 二臨抹 上使 用 シ能

ハ ズ ト主 張iシ タ。1903年Eisenbergu.Keller

ハ 李等 培 養 ノ性 質 テ裸 求 シ、 一般 ノ培 養 二比 シ

テ髄 育 早 ク、 幼 若 ナ ル菌 ノ抗 酸 性 弱 ク或 ハ全 ク

非 抗 酸1図i,モ ノモ認 メ ラ レ、 同時 二毒力 モ弱 ク

其 ノ型 態 テ見 ル ニ定型 的 桿 菌 テ見 ル以 外 二、 微

細 ナル球 菌 様 光輝 アル小穎 粒 テ認 ノ、 陳 茜 ナ ル

培 養 二於 テ へ 棍 棒 状 二肥 大 セル桿 菌 、亘大 型 、

及 ピ菌 総 テ見 出 シ、 而 シテ培 養 ノ新 鮮 ナ ル モ ノ

ニ於 ケル桿 菌 ハ非抗 酸 性 ナル ヲ認 メ、 培 養 期 間

ガ凝 集能 力 昌大 イナル影 響 ア リ ト ノ重 要 ナル注

意 テ喚 起 シタ.同 年MarzagaUiu.Coffareua

ハArloingu.Courmontノ 方 法FsKochノ

方 法 テ比 較 シテ前 者 ノ勝 レル テ述 べ、 前 者 ガ細

菌 性凝 集 反慮 ナ ル ニ反 シ テ、 後 者 ハ蛋 白質 ノ沈

下反 慮 ナ リ ト論 ジ タ。 而 シテ其 聞 二Romberg

(1901)ノ 藩 論 、 好 結 果 テ 得 タルRumpfu.

Guinard(1902)ノ 騒 表 及 ピLagriffontu.Pa'

ges,Buard,Descas等 ノ實 験 テ 紹 介 シ タル、

小 見 科儲 タ ル、Sahkarin(1906)ガ 滲 出 性 禮 質

ノ者 二25%、 腺 病 質 ノ者 二62.5%、 臨 休 上 結

核 テ有 スル者 二78.9%、 他 疾 患者 ニ テハ1.4%

ノ陽 性 テ認 メ タ ト報 告 シ、Jessen(1£06)ハ25

倍 以 上 二反 慮 スル者 ハ注 意 二債 ス ト言 ヒ、 治 癒

二赴 ク者 ガ200倍 、300倍 時 二400倍 迄 モ反 慮

ス ト言 ヒ、Szabo'ky(1909)モ 亦 一 定 ノ凝 集 償 テ

示 メス モ ノ ・ こガ 診 断 上 ノ 償 値 ラ 有 ス ト言 フ

モ、 結 核 凝 集 反 磨 成 績 ノ趨 勢 ハ今 ヤ 「學 説 的 興

味 アル ニ過 ギ ズ」 トノGrifner(1909)ノ 言 葉"

壷 キ、 學 界 一 般 ノ關 心 モ頓 二消 工去 リ途 二全 ク

忘 却 サル ・二到 ツ タ。

第 二 節 第 二 期 結 核 凝 集 反 癒 史

10有 絵 年 ノ長 キ間 黙殺 サ レ 居 タル 結 核 凝 集 反

磨 ラ シテ再 ピ學 界 ノ問題 タ ラ シメ、 其 ノ内容 二

於 テ モー一時 期 ラ劃 スル ニ 到 ラ シ メ シバFornet

(1922)デ アル。 彼 ハ 嘆 ジテ日 ク 「結 核 ナル疾 患

二於 テハ他 ノ傳 染 病 二於 テ免 疫 過 程 トシテ呼 ピ

ナ サ レテ ヰル如 キi愛化 ガ恰 モ登 生 セザ ル ガ如 ク

見 ラル ・」 ト。 然 レ ド結 核 二免 疫 ナル事 實 ノ存

スル事 明瞭 ナル ガ故 二、 一 轄 シテ彼 ハ結 核 菌 ノ
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生物 畢 的 性 質 テ検 討 シ、 結 核 菌 ノ蝋 様 被 膜 ハ何

等 特 種 ナル性 質 臼非 ズ シテ、 唯 結 核 菌 ノー 定 ノ

錦犬態 二於・ケル性 質 ニイ也ナ ラズ、 烈ミモ實 瞼 ヒ其 ノ

蝋 檬 被膜 ハ何 等結 核 菌 ノ生命 二封 シテ必 要 鋏 ク

ベ カ ラザ ル モ ノニJI三ズ シテ、「裸 ニ セ ラ レ タル,i,ti:

核 菌 」 コ ソ今 迄 彼 ノ抗 酸 性 結 核 菌 テ以 テ無 益 轟

モ試 ミタル縮 テ ノ抗 元 タル ベ キ、 免 疫)己 タル ベ

キ1性能 ラ 具 有 セル モ ノデ アル トノ結 論 テ 獲 得

シ、早 クモ結 核 凝 集 反 慮 ノ結 果 定 カ ナ ラザ ル ハ.

結 核 二免 疫 ナ ル ・ド實 無 キ ニ非 ズ、 反 ツテ其 ノ實

施 セル7J'法 二於 テ充 分 ナ ラザ ルtノ アル テ悟 ル

ニ到 ツ タ。 依 ツ テFornetハ 結 核 菌 ノ蝋 様 被膜

ラ除 去 シテ、而 モ菌 禮 蛋 白質 テ極 力傷 害 セ ザ ル

ノ方 法 テ取 ラザ ルベ カ ラズ ト爲 シ、 其 ノ目的 ノ

爲 メニ ハ、 「アル カ リ」、 酸 及 ビ機 械 的 磨 砕 テ以

テ ス ル事 ノ不 適 當 ナル テ認 メ、 自 ラ「エ ー テ ル」

蒸 氣 ラ以 テ スル事 テ理 想的 ナ リ ト爲 シ、「エー テ

ル蒸 氣 器 」 ナ ル彼 燭 特 ノ装 置 二依 リ、 結 核 菌乳

剤 二40度 ノ 「エー テ ル」蒸 氣 テ数 時 間作 用 セ シ

メ、 而 シテ脱脂 セル所 ノ裸 禮 結 核 菌 テ以 テ結 核

診 断 液 テ作製 シタ.彼 ハ斯 ク ノ如 ク シテ コ ソ抗

元 、 抗 燈 ノ直接 作 用 ガ起 キ、 結 核 患 者 血清 ト特

異 的 二凝 集 シ、診 断 上 慣値 アル補 助 診断 法 トナ

ル ノ デ アル ト論 ジ、132例 ノ結 核 患 者 二於 テ93

%ノ 陽 性卒 テ示 シ、44例 ノ 非 結核 者 二95%ノ

陰 性 ノ成 績 テ得 タ ト駿 表 シ タ。 彼 ハ 大 禮60倍

テ以 テ結 核 者 ト非結 核 者 ノ境 界 トナ シ、 凝 集 贋

ハ疾 病 ノ進 行 ト共 二高 マ リ、 時 二500倍 又ノ・ソ

レ以 上 二達 シ、 死 期 二近 ヅ クニ從 ヒテ下 降 ス ル

ガ故 一、 凝 集 贋 ノ動 旛 二依 リ、 活動 性 ナル カ否

カ テ知 リ得 ベ シ ト言 ヒ、Besredkaノ 補 膿 結 合
タ

反 慮 ヨ リ卓 越 ス ト論 ジ タ。追 試 者 ナ ルChristen。

sen(1922)ハ 大 ・膿 二於 テ、Fornet二 質 意 テ表 セ

ル モ、 清 川 氏(1922)ハFornetノ 診 断 液 ガ自襲

凝 析 テ起 ス傾 向大 ナ ル テ認 メ、全 ク非 特 異 的 物

質 ガ結 椀 菌凝 析 現 象 テ高 メ ル モ ノニ シテ、For-

netノ 凝 集 反 磨 ハ全 ク非特 異 性 ノモ ノナ リ ト断

言 シタ。 然 ル ニTrenkel(1922)・ ・詳 細 ナ ル追 試

ノ結 果 極 ノテ良 好 ナ ル結 果 ラ得、Fornetノ 診

断 液 ハ結 核 ノイ確 テ確 定 ス ル凝 集反 慮 ノ方 法 ト

シ テ最 し適 切 ナ ル モ ノナ リ ト賞 讃 シ.健 康 者血

満 二反 慮 ス ル20倍 ヨ リ80倍 迄 ラ陰 性 卜定 ろ

活動 性 結 核 凸 テハ 多 少 ノ例 外 アル モ100倍 以 上

二反 慮 λル ガ故 二、 コ レラ以 テ陽 性 卜定 人 例

外 ナル モ ノハ 像後 不良 ナ ル カ、 或 ハ全 ク治 癒 二

赴 ケル者 二於 テ耀 メ ラル ・ 卜言 ヒ、Fometノ

診 断 液 二不 良 ナル モ ノ ・時 ニ アル肇 テ注 意 シ ツ

ツ、 前 以 テ診 断 液 ノ正 確 サガ確 メ ラ レテ居 ル ナ

ラバ、Fornetノ 凝 集 反 慮 ハ結 核 診断 上 實 二慣

値 アル補 助 診 断 法 ナ リt'結 論 シタ、 翌 年(1923

年)Christensenハ 満川 氏 ノ反駁 二 封 シ、 其 ノ

診 断 液 ガ 悪 イ爲 メデ アル ト慮 酬 セル モ,Kel1-

ner(1923)ノ 健 康 者 二於 テ100倍 又 ハ240倍;

反 磨 シb結 核 ナ キ海 瞑 二於 テ サ《・360倍 迄 反 慮

スル故.腸 「チ フ ス」二於 ケ ルGruber-widalsche

Reaktionト 同 ジ意 味 二於 ケ ル 眞 正 凝 集 反磨 二

非 ズ シテ、 特 異 性 テ有 サ ヌー 種 ノ沈 下 反慮 ナ ル

ベ シ ト言 ヘ ル ニ封 シテハ、 彼 ハ直 二反 駁 シ、 抑

反 慮 テ見 ル ニ粗 大 ナル塊 片 三 シテ、 強 ク振 温 ス

ル モ猴 破 壌 、 消 散 スル事 無 シ トシテ、 飽 ク迄 モ

凝 集 反 慮 ナ ル事 ラ強 調 シ、 技 術 ノ不 良 ガ齎 セ ル

悪結 果 デ アル ト答 ヘ タ。Fometハ 又 脱 脂 セ ル

結 核 菌 テ以 テ「EndovaccinT.B.」 ラ作 リ之 ラ

経 口的 二與 ヘ テ、40倍 位 ノ凝 集 債 ノモ ノガ200

倍又 ハ600倍 迄 二上 昇 ス ル ノテ認 メ タ。

斯 ク テFornetノ 診 断 液 ノ結 核診 断 上 慣値 ア リ

ト シテFornet及 ピChristensen二 讃 ス ル 追

試 者 ニハ、Kohler,Diener(1923),Gittner,

Szymanski,Isabolinskyu.Gitowitsch,Hell-

mann〈1924),Shwensky,且orowitzu.Wla-

ssowa(1925)等 ガ基 ゲ ラ レル。

然 ル ニ不 賛成 テ唱 ヘ ル 追 試 者 ニ ハJosefowicz,

Hoffmannu.SU8dorf,(1923)BrUnecke,K(N

gan,Pitzen,Tinozzi,Salus(1924)Jannasch,

Pfannenstiel(1926)等 ガ ア リ、Hoffmannu .

SUszdorf及 ピBrifneckeハFornetノ 診 断 液

ガ完 全 二脱 脂 シテ ヰ ル ト言 フ モ、 染 色 シテ見 ル

ー、 未 ダ脱 脂 サ レテ オ ラヌ抗 酸 性 ノモ ノモ少 ナ
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カ ラズ認 メ ラ レ、 平 等 菌液 ト言 フモ肉 眼 二於 テ

既 二菌 塊 ガ分 リ、 然 モ追 試 ス ル ニ、 結 核 患 者 ト

健 康 者間 二何 等 刺 別 スベ キ境 界 ナキ テ以 テ反 封

シ、Josefowiszハ 健 康 者 一;.テ400倍 二明瞭 二

反 慮 シ、 悪 性 腫 瘍 、 冠状 動 脈 硬 化 症 及 ピ悪 性 貧

血 二於 テ200倍 ヨ リ800倍 迄 二反 慮 スル モ ノア

ル テ見、 而 モ診 断 液 テ濾 過 シテ結 核菌 デ含 有 セ

ヌ、残 液 テ以 テ スル モ同様 ノ高 キ凝 集 慣 テ示 ス

ラ知 リ、 彼 ハ コ ノ反 慮 ガ結 核 菌凝 集 反 慮 昌非 ズ

シテ、 診 断 液 中 ノ「フエ ノー ル」二依 ル 「グ ロ プ

リ ノ」系 蛋 白質 ノ沈 澱 現 象 ナ リ ト言 ヒ、 然 ル ガ

故 二悪性腫 瘍 、 「ア クチ バ コー ゼ」、「杢 ド圭之

氏 病 」 ノ如 キ病 的状 態 二於 テ「グ ロ プ リ ン」量 ノ

壇 加 シテ居 ル場 合 又 ハ妊 娠 、 月経 時 ノ如 キ生理

的状態 二於 テ 「グ ロ プ リ ン」量 ノ檜 加 シテ ヰ ル場

合 二反慮 ノ見 ラ レル ハ 勿論 ニ シテ、結 核 患 者 二

於 テ其 ノ経過 ニ ヨ リ「ゲ ロ プ リ ン」量 ノ動 揺 スル

ラ見 ルナ ラバ、 コ ノ反 慮 ガ瀕 死 ノモ ノ又 ハ豫後

不 良 ナル者 二於 テ、 下降 スル所 以 ノモ ノモ亦理

解 サ レ得 ベ シ ト論 ジテ、 一 大 痛 撃 テ與 ヘ タ ノデ

ァル。 而 シテPitzenモ 亦大 禮 二於 テ彼 卜同檬

ナ ル鮎 テ強調 シタ。

其 後Verdina,Carlo(1931),Vann,Stefano

(1932),Hollandr,Penn(1933)等 ノ實施 アル

モ特 記 スベ キ モ ノ テ見 ナ ィ。

擁 ツテ本 邦 二於 ケ ル結 核 凝 集 反慮 實 施 者 テ見 ル

・・b、柴 山氏(1913)ハ 「アル コ ホー ル」、 「エー テ

ル」 子以 テ脆 脂 セ ル菌 液 テ用 ヒ、 百 瀬 氏(1915)

ハ氏 ノ「ツベ ル ク ロ ス トロー ミン」テ以 テ試 ミ、
り

渡 邊 氏(19171ハ 「ヒス ト ノ」含 有 蛋 白質 乳 剤 テ以

テ寛 施 シ、 森 氏(1918)ハ 百瀬 氏 ノ 「ツベ ル ク ロ

ス トロー ミン」テ以 テ697名 ノ患 者 二於 テ試 ミ、

他 ノ試 験 液 二勝 ル事 テ認 メ シ ト錐、 コ レテ以 テ

結 核患 者 卜非 結 核 患 者 トノ鑑 別 二磨 用 セ ン トス

ル ニハ 債値 少 シ ト論 ジタ.其 後 牛 田氏(1920)ハ

氏 ノTNAナ ル菌 乳 剤 テ用 ヒ、清川 氏(1922)ハ

前 述 ノ如 クFornetノ 方 法 ニ ヨ リテ成 績 不 良 ナ

ル ヲ認 メ、 川 村 氏(1923)ハ 新 方 法 ニ ヨルZF等 培

養 二成 功 シテ試 ミ、 谷 口氏(1926)ハA.0.接

種 ニ ヨル影 響 ラ兄 ン トシテ、 「アル カ リ」s「エー

テル」、 「アル コホー ル」 テ以 テ脆 脂 セル菌 乳 剤

テ用 ヒ、,卜上 氏(1926)ハ 「アル ヵ リ」鹸 化浅 二依

リテ診 断 液 ラ作 リテ賓 施 シ、 近 年 飯 島氏(1935)

ハ 「ア セ トン」、 「エ チー ル アル コホー ル」、「クロ

ロ ホル ム」 ヲ用 ヒテ脱脂 シタ ル菌 液 ラ以 テ動 物

實 験 及 ピ患 者 血 溝 ラ以 テ凝 集 反癒 ラ施 行 シテ居

ノレo

斯 ク ノ如 ク余 ノ結 核 凝 集 反慮 史 ノ第 二期 卜構 ス

ル所 ノモ ノハ洋 ノ東 西 、 及 ピ年 代 ノ如何 テ問 ハ

ズ、 ソ ノ實施 二當 リテ、 コ,ホ ノ定型 的抗 酸 性

結 核 菌 二物 理 的 及 ピ化學 的操 作 テ施 シ テ其 ノ蝋

檬 外皮 テ脱 セル モ ノテ抗 元 トナ シテ實 施 セル テ

線 括 シ テ言 フ ノデ アル(故 二 便宜 上 第二 期 ノ中

二記 セル川 村 氏 法 ハ ソ ノ性 質 上 寧 ロ第 一期 二入

ル ベ キモ ノデ アル)。

第 三 節 第 三 期 結 核 凝 集 反 惚 史

第 三期 ト稻 スル モ前 述 セ ル如 ク ソ レハ年 代 ラ主

トシ テ分 劃 セル モ1二 非 ズ シテ、寧 ロ凝集 反 慮

實 施 ノ内容 ヨ リ見 テ嘔 別 ス ル ラ妥 當 ト認 メ タル

時 期 テ言 フ ノ デ アル。 而 シテ ソ レハ結 核 菌 ノ生

物 學 的性 質 探 求 ガ必 然 二齎 ラセ シ時 期 ナ リ トモ

言 ヒ得 ル。

即1927年 柴 田 氏 ハ 矢 部 氏 ノ分 離 セ ル非抗 酸 性

攣 性結 核 菌一 ソ レハ抗 酸 性 結 核 菌 ヘ ノ還 元 培 養

モ謹 明 サ レタル所 ノモ ノ テ以 テ試 験 液 テ作 リ、

結 核 凝 集 反慮 テ試 ミ結 核 診 断 ノー 助 タ リ得 ル事

テ確 認 シタ.

西 欧 二於 テハ1926年 二Sproncku.Hambur。

gerハ 定型 的抗 酸 性結 核 菌 ヨ リ非 抗 酸 性 ニ シテ

グ ラム陰 性 ナル攣 型 菌 一 ソ レハ又 定 型 的 抗 酸 性

結 核 菌 二復 蹄 シ得 タ所 ノ礎 型 結 核 性 桿 菌BTTx

テ培 養 シ得 タ ノデ アル ガ、 其 ノBTTxテ 以 テ

1929年 凝 集 反 慮實 施 ノ 結 果 テ叢 表 シ、 同年 引

績 キ テAllardu.Wotzka等 モ亦 同菌 液 ラ用

ヒテ實施 シ タ。 而 シテSproncku.Hambur-

gerハ 健 康 者 ト結 核 患 者 トノ凝集 憤境 界 テ100

倍 ト定 メ、 自然治 癒 二赴 ク者 ハ 高 キ凝 集 贋 テ有

シ、 一 般 二高 慣 ナ ル ハ病状 ノ好 轄 シ行 ク印 ニ シ
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テ、 漁 後 悪 ル キ モ ノ又 ハ急 性、 亜急 性 ノモ ノ ニ

テハ時 二100倍 以 下 ノ凝 集 慨 ラ示 メ ス 事 ガ ァ

リ、 や曼性 二縄i過 シ テ「ツベ ル ク リン」1文慮 ノ消失

ス ル 如 キ モ ノ昌於 テハ 凝集 素 ハ 納 失 ス ト論 ジ

タ。Allaradu.Wotzkaハ 境 界凝 集 慣 ラ160倍

トナ シ、開 放 性 肺 結 核 二83.0%ノ 陽 性W示 メ

シb健 康 者 及 ピ 非 結 核 患者p・・bテハ75.6%ノ 解雲

性 率 ラ 示tセ リ ト報 告 シタ。 然 ル ニ1932年

SchulteTiggesハ 迫 試 シテ、Sproncku・Ham-

burgerノ 凝 集 反慮 ガ肺 腫 傷 、 徽 懸、 肺 炎 昌陽

性 二反慮 ス ル故 特 異的 反 慮 ト言 フベ ク疑 無 キ能

ハ ズ ト言 ヒ、 唯 豫 後 測 定 ノ爲 メニノ・慣 値 アル ト

述ベタ。

斯 クノ如 ク余 ノ言 フ第三期結核凝集反慮史ハ未

ダ見ルベキモノ少キモ、其 ノ責施 二當 リテ使用

セル歯液ガコリホ ノ定型的抗酸性結核菌 ノ死滅

セルモ,轟 物理的又ハ化學的操作 テ施 シタルモ

ノニ非 ズシテ定型的抗酸性結核菌 ラ生菌 ノマ ・

漿性 セシノ蝋様被膜 ラ奪取 シタルモ1テ 用 ヒテ

ヰル烈i二於 テ全 ク新 ナル實施方法ナリト言 ヒ得

ノレo

而 シテ余 ノ中川氏非抗酸性結核菌ヲ 以テスル結

核凝集反慮 モ亦余 ノ史的分割 ヨリセバ第三期結

核凝集反慮史中二入ルペキモノナリト信ズル。

第三章 余ノ基礎的操作及基礎實駿

第 一 節 余 ノ菌 液 作 製 法

臆 汁 酸 盟 類 テー 定 濃 度 二添 加 シ タル液艦 培 養 基

(圭 トシテ、「グ リセ リ ン・ブ イ ヨ ン」テ用 フ)二 結

核 菌 ノ純 梓培 養 ラ移 植 シ、 一 定 ノ誘 導 操作 二依

リ、 侮 同 確 實 二其 ノ深 部 二中川 氏 非抗 酸 性 結核

桿 菌 又 ハ球 菌 テ毅 育 セ シメ得 タル ガ故 二、染 色

二依 り豫 メ純 梓 ノ非抗 酸 性桿 菌 パ ナ ル カ叉 ハ

球 菌 バ ナ ル カ ラ確 メ、 即決 シ テ雨 者 ノ混 合 セ

ル モ ノニ非 ザ ル事 テ確 メ テ後 、 ソ レゾ レ 「グ リ

セ リ ン・プ ィ ヨ ン」二二 次 培 養 テ行 ヒ、 其 ノ活 霰

二駿 育 セ ルー週 間後 ノモ ノテ 樋 氏60度 、30分

ニ テ滅 菌 シ、1分3000回 ノ遠 心器 ら60分 カ ケ

テ、 清 澄 トナ レル上 清 テ棄 テ、0.5%ノ 「カル ボ

ー ル」テ加 ヘ タ ル0.85%ノ 生理 的 食 盤 水 ….テ2

同 亭亙 リ洗 縢 シ、 然 ル後 再 ビ同食 盟 水 ニ テ沈 澱

セル菌 テ撹 齪 シツ ・浮游 セ シメ、1分3000同 ノ

遠 心器 二桿 菌 ノ時 ハ3分 ヨ リ4分 、 球 菌 ノ時 ハ

1分 ヨ リ2分 カ ケテ大 塊 片 ラ沈 澱 セ シ人 上清

ノZF等 二漏濁 セ ル モ ノテ取 リテ大 膿1耗 中 一5

廷乃 至7涯 ラ含 有 ス ル程 度 二稀 葎 シテ氷 室 二保

存 ス。 而 シテ 使 用 二臨Eテ ハ 再 度 菌液 テ1分

3000向 ノ遠 心 器 二2分 乃 至3分 カケ テZF等 二泪

濁 セル 上 清 テ以 テ使 用 二供 シタ。

斯 ク ノ如 ク シテ作 ラ レ シ菌 液 ハ乳 檬 泪 濁 テ示 メ

シ、 賞 施 二際 シテハ、 血 清 テ稀 葎 セ シ各 試 験 管

二2滴 又 ハ3滴 加 ヘ ル ラ以 テ足 リ、 其 ノ際 振 盈

ス レバ簿 ク乳 様 泪 濁 テ示 メス モ,デ アル。

而 シテ菌 液 テ染 色 スル ニ桿 菌 及 ビ球 菌 共 二大 盟

二於 テ不 等 二分 散 シ テ 居 ル テ 認 メ得 ル ノデ ア

ルo

第 二節 基 礎實 験

實施 二當 リテ使用スル試験管及 ピ「ピベワ ト」類

ハ糊 テ嚴重二消毒 シ、而 シテ探血モ亦無菌的ニ

スル事テ必要 トスル。

余ハ余 ノ實験方法テ確定セン爲ノノ基礎的試験

的實験 トシテ先ヅ凝集慣 ノー定程度二高守レル

免疫血清テ得 ントシ、傳研 ヨリ迭付 二與 リシ青

山B菌 株 ヨy得 タル中川氏非抗酸性結核桿菌 ノ

生菌 テ以 テ家兎テ免疫 シ、其 ノ免疫血清 ラ以テ

凝集反慮 テ實施 シ、「メヂウム」トシテノ盛類 ノ

選揮、判定規準及 ビ制定時間 ノ測定等テ攻究 シ

タ∩

(A)健 康家兎血清 ノ凝集慣二就 テ。

免疫血清テ得 ル以前 二健康家兎血清 ノ凝集債テ

決定 セントシテ、検査スルニ第1表 ノ如 クニシ

テ大艦二於テ50倍 位迄 一反慮 スルモノ ト言 ヒ

得ル ノデアル。陽性判定ハ後二詳論 スルモ肉眼

ニテ其 ノ凝集粒子 ノ見得ルモノラ(柵)ト 爲 シ、
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第 1 表
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凝
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一 一 一
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一
十

一
一

山
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集 4 K2SO4 十 一 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一

反 5 Na2SO4
〇一

十十

一
十

『『

一 一 一 一 十十 十 ;
一一 一

一

一
一 ='冨

磨
6 MgSO4 十十 十 一 一

一
一 一 十十 十

一一一

一

一
一

一
一

-=

肉眼 ニ テハ 見能 ハザ ル モ「アグル チ ノス コー プ」

ラ以 テ極 メテ粗 大 ナ ル 粒 子 テ認 メ 得 ル モ ノテ

(柵》ト爲 シ、 コ レ ヨ リハ其 ノ粒 子 小 ナ リ ト難 一

見 シテ 明瞭 二凝 集 セル ラ認 メ得 ル モ ノ テ(十ト)ト

爲 シ、 封 照 ト比 較 シ テ 確 實 二凝 集 セ ル モ ノテ

(十)ト ナ シ、 凝集 ノ認 メ ラレザ ル モ ノ及 ピ疑 ハ

シキモ ノハ絡 テ(一)ノ 中 一入 レタ ノデ アル。 而

シテ同一 家 兎 二就 テハ 日 テ異 ニ シテ2同 ヅ ツ検

査 シタ ノデ アル。

血 清稀 葎 ハ倍 撒 法 二依 リ、 封 照(1)ハ 血 清 テ「メ

ヂ ウ ム」 ニ テ稀繹 セル バ ニ シ テ菌 液 ラ加 ヘ ザ

ル モ へ 封 照 ω ハ 「メ ヂ ウ ム」一血 清 テ加 ヘ ズ

シテ唯 菌 液 テ加 ヘ タル モ ノデ アル。

而 シテ血 清 ラ稀葎 シテ菌 液 テ加 ヘウ ル モ ノラ充

'分二混 合 シテ
、37度 ノ艀 竈 中 二3時 間 納 メ置 キ

タル後 室温 一48時 間 放 置 シ、 然 ル後 判 定 シ タ
。

第

(B)「 メヂ ウム」トシテ ノ中性 盤 類 ノ

比 較 二就 テ。

昭 和9年11月2日 一 中 川 氏 非抗 酸 性結 核 桿 菌

ノ生菌20彪 テ21號 及 ピ22號 ノ家 兎静脈 内 二

注射 シ、10日=ハ30通 、而 シテ18日 一 ハ40涯

ノ大 量 テ注射 シ テ、 凝 集 慣 ノ漿 動 テ観 察 シツ ・

次 ノ6種 ノ中性 盟 類 ラ「メ ヂ ウ ム」トシテ凝 集 反

磨 テ施 行 シ、 最 良 ノ「メ ヂ ウ ム」テ選 出 セ ン ト試

こタ ノデ アル。

6種 ノ中 性 藍類 トハ、NaCl,NaBr,KNO,,

KgSO,,Na,sO4,MgSO4ニ シテ、KoepPe及 ピ

Terunchi氏 二依 ル 等 張 性 溶 液 ラ作 製 シテ使 用

シタ。 郎NaCl,(0.9%)、NaBr(1.3%),KN

O3,(1・4%)、K2SO4(1.9%)、Na,,SO,,(3.2%)b

MgSO4.7Aq(5.5%》 デ アル。

而 シテ實 施 成 績 ハ 第2表 ノ如 ク ニ シテ大 禮 中性

2表

1il2
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10!XI
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監類 ハ大 差 テ認 メザ ル モ、 反癒 ノ最 モ明瞭 二顯

バ レル ハ、MgSO,一 シテ、 凝集 成 績 ノ比 較 ヨ

リスル モー般 凝 集 反 磨 二使 用 サ レツ ・アルNa-

Clテ 初 メ、 他 ノ何 レ ノ中 性 臨類 ヨ リモ 蓮 二勝

レル テ見 ル ガ故 二余 ハ結 核 凝集 反磨 ノ 「メヂ ウ

ム」トシテ5.5%ノMgSO,.7Aqノ 溶 液 ラ最

モ適 當 ナル モ ノ ト信 ズ ル。 ・

(C)凝 集 完 了時 間 ノ研 究

腸 「チ フス〕ノヴ ィダー ル氏 反磨 二於 テハ稀 繹 血

清 二各 種 菌 液 ラ滴 加 シテ振 温 シ艀 竈 中A2時 間

納 メ タル後 室 温 二24時 間放 置 シ 然 ル 後 判 定 ス

ル ノデ アル ガ、 余 ノ結 核 凝集 反慮 二於 テ ハ艀 竈

中i3時 間乃 至4時 間 納 メ置 キ、 然 ル後 室 温 二

放 置 スル。 而 シテ コ ノ際 幾 時 間 室 温 二放 置 ス レ

バ凝 集 現 象 ノ完 丁 スル カテ試 験 スル ニ
、 第3表

二於 テ見 ラル ・如 ク、室 温 放 置後24時 間 ニ テハ

未 弟凝 集 完 了 セズ シテ、48時 間 二到 リ テ大 寵 其

ノ凝 集 テ完 了 スル テ見 ル。

故 二余 ハ結 核 凝 集 反 鷹 判 定 ニ ハ、 二贅 夜室 温 二

放 置 スベ キ デ アル事 テ認 ムル ニ到 ツ タ。 而 シテ

其 ノ凝 集 完 了時 間 ハ 「メヂ ウム」二依 リテ多 少 ノ

相 異 ガ認 メ ラ レル ノ デ アル。 帥NaCl溶 液 ノ如

キハ24時 間 ト48時 間 トノ間 二時 二特 別 ナ大 イ

ナル差 異 テ 認 メ ラ レザ ル事 アル モ、MgSO,溶

;液 ノ如 キハ大 罷 二於 テ非 常 ナ差 異 ガ認 ノ ラ レル

ノデ アル。 然 レ ド假 令 凝 集 完 了 時 間 遅 延 ス ル ト
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第 3 表
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儀
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デ アル。 而 シテ第1表 及 ビ第2表 ノ凝 集 反 慮 成

績 ハ糖 テ48時 間 後 ノ判 定 二依 ル モ ノデ ァル。

第四章 中川氏桿菌二依ル動物實験

コ

第三 葦二於 ケル基礎的實験二於 テ余ハ余 ノ結核

凝集反慮 ノ「メヂウム」トシテMgSO,ガ 最モ優
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ロ
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ナ ラバ、 コ ・ホ 氏 ノ定 型 的抗 酸 性 結 核 菌 ガ唯 抗
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トノ間 二結 核 凝集 反慮 ノ「ア ンチ ゲ ンJト シテ優

劣 ノ存 スル ヤ否 ヤ ラ研 究 セ ン トセル ガ故 二、 完
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炉 」==銘 甥 謬

注 射前 2610 (一) 十十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

二_ニ ー 一 一 一覗 一 一一 一 一 」 一 一`
一 一 一一一 騨麿 一一一一 一 一 一

1家 注射後 1

兎 一 「り一り一㌔

1.W.
2500 (一) 柵 十十 十十 十 一 一 一 一 一 一 一 _1_

雪

第 皿 一一 一 一 一 一 一 一 一F 一一 一 ;一 一一 一}一 一 一 昌一
辱

十 H.W. 2420 6竈 冊 柵 帯 十十 十 一 一 一 一 一 一 一 一
} }一 一 ,一 一 一 一一 一一 一 一

} 一 一 一}

三 皿.W. 2400 2.5睡 冊 冊 柵 柵 督 十 一 一 一 一 一 一 一
__1一 一一 一 一 一 一 }一 『 一 一 一 層一一 一 一 一一一一 一 一 一 1

號 IV.W. 2380 8延 冊 冊 十十 十 一 一 一 一 一 一 一 一
.二

砿w. 2175
一 一

一
6竈 π

一
十

一
一

;

一
_二

一

==二■■■一_

一
一
一

一

一

======

一 一

.二「,

一 一t-一 一 一

二1一

一 ヒ
ー

二li∫ 一.二
=一== ========一 一

注射前
___=__

2830
_}二====二__

(一)

一
十

==ニ ニ=r

十

一

一
一=7

一 一 一
一=一

= 一
一二

一 二 二　
一 〇

　一 一 一一 一 一 一 一} 一 '『 『 一 一

家 注射後
一 一 一 『 一

兎
'

'

1.W.
2765 (一) 柵 柵 柵. 督 什 十 一 一 一 一 一 一 一

第 一一 一 一 一 一一 一 一 一 一 } 一 一 一 』

十 皿.W. 2685 (一) 柵 柵 柵 柵 柵 帯 什 十 一 一 一 一 一
一 一 一一 一 一 }一 一 一 一 一 一

四 皿W. 2590 4.0竈
　■一

一
柵一 柵 冊一

一一

柵
一 一坐 柵一 什

一 『
十

一 響
十一

一
一 　

一
一

一 一
一一

號 IV.W. 2580 5.5竈
一 一 一■{ 」壁一

一
珊. 世 量 什 十

一=
一

1 一

一
一

一

一 一

一
一 二

一
_一

V.、M 2600 5延 朴 十 一 一 一 一 司 一 一 一 一 一 一

而 シテ其 ノ實 験 成 績 ハ第4表 ノ(A),(B),(C)

二於 テ示 メス如 ク デ アル。 即 中川 氏 桿 菌 ノ死 菌

テ以 テ免 疫 セ ル モ ノガ最 モ高 キ凝 集 慣 テ示 メ シ

第3號 家 兎 ノ如 キ ハ2萬 倍 以 上 ノ凝 集 慣 テ示 メ

ス ニ到 ツ タ。 然 ル ニ コ ッホ氏 結 核 菌 ノ死 菌 テ以

テ免 疫 セル モ ノハ其 ノ凝集 慣 二於 テ温 カニ低 ク

最 高 ノモ ノニ シテ800倍 二及 ブ ニ過 ギナf。

而 シテ以 上 ノ如 キ免 疫 家 兎 血 清 二於 ケル凝 集 反

慮 ノ検 査 ト意 味 ラ異 ニ ス ル ノ デ アル ガ、家 兎 ノ

結 核 二罹 患 シ行 ク経 過 二從 ツテ ノ凝 集 反癒 テ見

ル ニ、第4表(C)二 於 テ知 ラル ・如 ク、次 第 二

凝 集 債 ガ上 昇 シ行 キ、 然 モ注 意 二債 ス ル ハニ『.干

トー 出 現 二遙 二先 立 ツ事 デ アル。 而 モ生菌 注射

後 就 二1週 間 目 ヨ リ凝 集 償 ハ健 康 家 兎 ヨ リ遙 二

高 ク上 ツテ ヰ ル事 テ認 メ ラ レル。

即 結 核 感 染 早 期 二於 テ、然 モ「ツベ ル ク リ ン」反

慮 潜 伏 期(biologischeIncubationsperiode)二

於 テ既二凝集反磨ハ牛盟内二活動性結核疾患 ノ

存在 却 レ事 テ教ヘルモノデアルガ故 二余ハ中川

氏桿菌 テ以 テスル凝集反慮二於テ結核 ノ早期診

断的慣値 テ豫想シ得ルニ到 ツタノデアル。然 シ

此 ノ僅少ナル動物實験二於テ大盟5週 目ヨリ凝

集假ハ殆 ンド健康家兎血清 ノ凝集債迄下ルテ見

ルノデアル。故 二同時二結核罹患家 兎二於テハ

ー定 ノ期間テ経過 セル後ハ中川氏桿菌テ 「アン

チゲン」 トシテノ凝集反慮 二依 リテハ健康家兎

トノ相違 テ明カニ爲 シ得ザルモノト言ハナケレ

バナラナィ。即 コレニ依 ツテ見ルナラバ中川氏

桿菌テ以 テ結核患者血清 二於 ケル凝集反磨 テ行

フナラバ、 ソノー定 ノ期間 テ経過 セル患者 二於

テハ疾患 ノ存在 二關 ラズ陰性 ラ示 メス事 アルニ

非ズヤ トノ想像 テ抱 カシムルモ、事實中川氏桿

菌ガ結核感染早期 二於 テ其 ノ嚢病テ告知 スル事

及免疫生物學的 二結核菌近似 ノ菌ナル事 ノ謹明
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テ得タルが故二、余 ハ中川氏桿菌 テ以テ健康人

ノ血清、結核性疾患テ有 セル患者血i肖及他 ノ諸

種 疾 患 ノ患者 甑1!1二就 テ凝 集 反 感 テ實施 シ研 究

セ ン ト試 ミタ。

第五章 中川氏桿菌ヲ「アンチゲン」トシテノ人血清結核凝集反応

結 核凝 集 反 応 史 二於 ケ,レ多 ク ノ實施 者 ノ惜 ミハ

陽 性 反応 成 績 が頻 々健 康 者 及 非結 核 患 者 血 清 二

於 テ見 ラ レ シ事 及 結核 者 ト非 結 核 音 聞 二明瞭 ナ

ル凝集 債 ノ差 異 テ認 メラ レ得 ザ リ シ事 デ ア ツ タn

而 シテ ソ レが爲 メ結 核 凝集 腹 癒 ノ特 異 性 八極 メ

テ削 減 セ ラ レ或 ハ全 ク抹 殺 サル ・二到 ツ タ。

余 ハ假 令 中川 氏 桿 菌 が動物 實 験 二於 テ ハ大 禮:二

於 テ良好 ナ ル 「ア}チ ゲ ン」タ リ得 ル事 ラ謹 シ得

タ リ ト難 モ、 人 血 清 二施 行 シテ猫 特 異 性 テ示 メ

第5表

ス所 ノ「ア ンチゲ ン」タ リ得 ル カ否 カ テ充 分 二検

査 セ ン ト努 力 シタ。

余 ハ先 ヅ第5表 二於 テ示 ス如 ク外 観 上健 康 者 ト

兇 ヘ ル勤 務 中 ノ看護 婦18名 二就 テ 凝 集 反 感 テ

施 行 セル ニ、 其 ノ既往 二於 テ肋膜 炎及 肺 尖 加 答

児 ノ診 断 テ受 ケ シ ト言 フ者 が概 シテ一 般 二高 キ

凝 集 慣 ラ示 メ'1,ト難 モ既 往 二於 テ結 核 性 疾 患 テ

有 セザ ル者 トノ相 異 ノ甚 シキ モ ノアル ラ認 メ ラ

レ得 ナ カ リ タ。

勤務 シツ ・アル看護婦 二於 ケ)V凝 集反応

姓 名 核性疾患
哨 無;5・16・

病歴 中結1・121314i516:7181g11・1 11112
8・1…112・ ・6・12・・124・

一
32・i4・ ・1獺 ・.1)蜘rll)

1
-

2

仕 出 什 一1-1-1一一 (+) 柵一
帯

+i+ 十
一 一

十
=
一=

(+lri聯一 什一
十一
什

一 　
什 什一

十

十

十

二
ー

十
τ
=

一1-1-1一一
÷ ・

(一)L互
一
什一
什

一
十

_一__1_

_1_ _1_一
一=一 一

=
(一)陣

一
十 一i一一

5
一 ■

6
-

7

(一)け+ 什 十一
十一一
什

一一

帯

一 一

二
十一
什}
十

一
一

二

_=_
十一
十一
十

一 一

什
=
=
=

一
一

二
二L
十
=
一
十一
什
=
=
=

一 一 一 _1_一
1

(+)1什 十

一

二
十一
什

一 一
一一
一

一

一

一 一一一 一 一 一
(+)隔 什 一 一 一一

8 (+)陣 ・ 柵 一
}
一

一
一

一 一一
9 (+)隔 柵一

什

十十一
什一
帯

十十 一 一

一
一
一

一
一

一
一 一

_}_
一

一 一一

一
一 『

一

10
-

11

F

(一)囲

一
什一
帯

=一

一
十 二

十

一 一一一 一 一 一
(+)職 柵

一
什
=
一
十

一
十 一 一一 一

十

一

二
十

一
一

一
一

一

一
一 一12i一 一

一1

一 燭

二
十

13}一

(一)■ 什

rl+)1什 什
一
十 ._.}_ 一

一
一

(一)i+ 十 十

帯

一 一141一 一
一
一

一1一

15 (一)1柵 帯 什 十 十一
十

_[_

±LLI±一
16 (+)随 柵 帯 惜 什

一

_1⊥
一
十
=

一

一 一 _i_
1一

17 (+)1什 什 十 十 一 一 一 一1一一 十1一一[一

L一18 (_)1柵 朴 十十 十 _「1_ _1_

而 シテ猫 第6表 ノ如 ク結 核 テ認 メ得 ザ ル他 ノ諸

種疾 患 ノ患 者血 清 二於 テ試 ム ル ニ、 叉 同檬 何 等

特記 スベ キ成 績 テ得 ズ1進 ンデ第7表 ノ如 ク輕

度 ノ肺 結 核及 肋1腹 膜 炎 ノ患 者 二於 テ試 ムル ニ、

増殖 型 ノ極 メ テ輕 度 ノモ ノ或 ハ非 活 動 性 ノ古 ル

キ病 竈 ラ謹 シ得 ル モ ノニ於 テ、 カナ リ高 イ凝 集

償 テ示 メ スモ ノア リタ リ ト錐 、 肉眼 二依 リテ直

二判 定 シ得 ル ガ如 キ粗大 ナ ル凝 塊 ラ示 サ ス、 然

モ健 康 者及 他 種 疾 患 ノモ ノニ比 シ テ其 ノ差 異 テ

以 テ論 ジ得 ベ キ何 ラ確 タル凝 集 贋 ノ差 異 テ認 メ

ラ レ得 ナ カ ツ タ。 次 二第8表 二於 テ示 ス如 ク中

川 内科 ノ圭 ト シテ隔離 病 棟 二入院 中 ノ開 放 性 ニ

シテ重 症 ナル 患者 血 清 テ以 テ試 ム ル ニ頻 々其 ノ

凝 集 慣 二於 テ健 康 者 ヨ リモ低 キモ ノア リ、 或 ハ
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第6表 結 核 ヲ認 ノザル他 ノ疾 患二於 ケ)V集 反 晦

÷

}3
÷

五
7

言
6

姓 名

■一
■
■

一 一厘

91■

m
重

星

B
藝

焉

121一

1_
15一 一

　

圭E
181一

i_

性

⊥
王
♀
王

♀
♂

一♂

…♀

㎜♂

一♂

一♂

一♂

[♀

一♀

一♂

一合

一♀

一♀

年齢

49

至

蟄一

一2隻

旦

39一

一i璽.

運動
38

35

.重

重
72

コ
ヒ

噺

吐♪lw 癌

ω
祠
…鯉
㊥
㈹
㈲
㊥
㊥
高
而
爾
一e

諏
32i(一)

坐 」Ω
3gl(柵

、?癌、貧 血癌淋 巴腺縛移

急 性肺 炎及肺壇疽

肺 壊 疽

氣 管 枝 喘 息

家 族性 運動失調症

家 族 性運動 失調症

尿 崩 症

十 二 指 腸 潰 癌

廠 癖 性

持 城 性 心悸先進症

ノ業_.責 死「 痛

慢 性 関 節 リウマチス

腎 腫 瘍

三 尖 辮 辮 膜 障 碍

慢 性 腎 炎、尿 毒 症

三叉 紳脛痛 血煙i元進症

粘 液 疵 痛

3412

5・阿 可 司

5678 9 1・111

柵
巫

帝
王

世
帯
丁
王

柵
王

柵
工

三

三

+
玉

什

+

什

+

一
+

「柵
玉

二
五

坐

柵

軒
廊

竺

癌

柵
王

土
什
正

柵

柵
輩

朴
三

什
五

柵
王

柵
王

帯

十

朴 朴

1・・12・16・1鋤 珈32・}納1墾

十

十

十

一十
一
二

十

}什

一什

}・
二

十

柵

一什
一
二

二

二

二

二

二

十

十
一
十

=

=

一十

　十

一十
=

一十

一榊

一十
=

=

=

=

=

=

一十

十

一
十

=

一十

一
什

一
十

第7表 輕度 ノ肺結核及肋、腹膜 炎患 者ノ凝集反感

1

2

一3

一4

一5

一

6

一
7

一
8

一
9

一

10

一
11

一

12

一
13

一
14

一
15

一

16

姓 名 性

↑
エ

♂

♂

某
6

♀

一♂

一合

♀

♂

否

否

♀

♂

年齢

別

笙

26
璽

40
死

亘

%

18

雀

29
憂

璽

%
54

一
23

マ ン1

コ 赤沈

4
一
ユ

釜

亜
35
琵

亙

里

並

勿

一30
一
至

重

盟

㈲

ω
璽
鯉
㈹
葡

爾
[㈹
璽

㈲
亜

㈹
一里
㈲
(+)

(一)

42

17

Xl罵眞所見及診断

左 肺 門 都 濃 潤

左鐙骨下堀殖性浸潤
及糖尿病

左肺尖浸潤及皮膚結核

肺 門 浸 潤

右鎖骨下浸潤初期喀血

左 腕 門 都 濃 潤 妊娠(V
.m.)

左鎖骨下浸潤慢性腎炎

左 下 葉i浸 潤

左 肺 門 部 浸 潤

右 腕 門 部 浸 潤
右 滲 出性肋 膜液

肺尖増殖:性浸潤胃潰瘍

高 度 ノ右 側 肋 膜
肥 厚:(肋 膜 炎 後)

滲出性肋膜炎及腹膜炎

両側滲出性肋膜炎

右側滲出性肋膜炎

左側滲出性肋膜炎
腹 膜 炎

12134561718団1・i11

5・is・8・11・ ・112・1・6・12・・12⑳132・i閉 器

玉

什
亜

+

世

帯
亙

什
什

一
帯

一帯

一帯

一什

一

帯

}
柵

「

一
帯

一
帯

一骨

一
帯

什

一
什

一帯

一帯

一十

「

帯

一帯

一

一

「柵

「朴

什

一

什

一
帯

一十

一十

一
什

一什

一什

一十

一
柵

一卦

一

一骨

一骨

十

什

十

一

十

十

一
十

一什

一督

一十

一
什

一什

一

一什

一十

一十

卦

十

一

十

骨
=

一十

}
十

一
什
一十

一
二

督

一十

十

一十

一十

十

+

喜

十

一
十

=

一

十

「
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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17■
一
18

下
♀

21酉 ヲ一面「 左 側 滲 出 性 肋 膜 炎 「+'「嫡7

(一)827
・・一「尋「=「

十

}十

十

第8表 重 症 肺 結 核 患 者 凝 集 反 旗

姓 名 性
年

齢

ヱと

ヒ

赤

沈

結
核
菌

X濡 鼠 所 見及 診断 ・

1 2 3 4 5 617 8 9 10
'_一

50 60 8・11・ ・112・ 16・12・・12⑳132・i警1糊

!
重,

唾

壷

■ ♂ 32
～二!

(十)一

(什)

97
-

36
一 一

70

(柵)
一一 　　

(〔柵り)

(冊)

混 合 型 、空 洞 二
十

二 二一

十 三
=
一

一

一一一

二

十

=一

='
一
十十一

十

=

三 ・≡ 一

一

一

三
一一 一

一

三
一　

一

一

一

一,

二.

.二

_=_

_二 一

二

一

…=二

'==曹

=
一=

=

=
一
十一=

一 一
=

_=一

二
ー

11

ρ」」二

三
一

}一

一

■ ♂ 38

一 一

増 殖:型 、 空 洞

_一

一

'=一

=

二
…
一

■ ♂
トー

♂

23

-

30

,一一一一 一

右 乾 酪 性 肺 炎、空洞 、「
ネ フ ロ ー ゼ」

十 一

一 〇

一

一

二
什一

土
十一
十十一

十
一
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殆 ン ド何 等 ノ反 応 モ示 サ ザ ル モ ノモ認 メ ラ レ、

然 モ経過 二從 ツ テ観 察 スル ニ、 進 行 性 ノモ ノニ

於 テハt假 令入 院 時 二於 テ カナ リ ノ凝 集 慣 テ示

メセル者 モ、1ケ 月或 ハ撒 ケ月 中 二甚 シ ク下 降

スル テ謹 シ得 タ。 師弟7表 ノ灌 木 ハ6ケ 月後 二

粟 粒結核 テ起 シテ再 度 入院 セル モ、 其 際 凝 集 慣

ハ僅 二50倍 二於 テ(十)二 反 慮 スル ノ ミデ ア ツ

タ。 而 シテ第8表 二於 ケ ル西 村 ハ4ケ 月 後 二磯

膜 炎 テ起 シ凝 集 慣 ハ50倍 ト60倍 ガ(+)二 反 慮

シ、石 田 ハ1ケ 月後 二念 性 二軸 化 シテ ヨ リハ50

倍 二於 テ(十)、60倍 二於 テ(+)二 反 磨 シ、藤 原

第六章

ハ6ケ 月 後 二f曾 悪 シテ50倍 ス ラ 陰 性 トナ リ、

藤 井 ハ3ケ 月後 一 念 激 二 悪化 シテ ヨ リハ50倍

二於 テ(十)二 反 慮 スル ニ過 ギ ナ カ ツ タ。

斯 ク ノ如 ク何 レモ増 悪 スル ニ從 ヒテ凝 集 慣 ハ明

白 二下降 テ示 シ、 一 般 二第8表 二於 テ 見 ル如 ク

繋 馬1中 野 、 木 戸 、 相 吉 ノ如 キ重 態 ノ者 或 ハ外

観 ハ元 氣 一見 ユ ル モ齋 藤 及 績 橋 ノ如 ク長 年 月 二

五 リテ然 モ特 別 ノ増 悪 叉 ハ軽 快 ノ認 メ ラ レ得 ザ

ル如 キモ ノ八極 メ テ低 キ凝 集 慣 テ示 スニ過 ギ ナ

カ ツ タ。

Q

中川民桿菌二依ル凝集反慮二就テノ考按

余 ハ既 二第 三章 及 第 四章 ノ動物 實験 二於 テ述 べ

シ如 クコ ッホ ノ死 菌 ニ テ免 疫 セ シモ ノ、 中川 氏

菌 ノ死 菌 ニテ免 疫 セ シモ ノ及 両 者 ノ生 菌 テ以 テ

結 核 二罹 患 セ シ メ シモ ノニ於 テ、 中川 氏 桿 菌 テ
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「ア ンチ め 」トシ テ凝 集 反 惣 テ實施 セル ∴何 レ

モ明 瞭 ナ,レ凝 集 贋 ノ1:昇e示 メ シ、 免疫 生物 離

的 立 場 ヨ リ中 川 氏 桿 菌 ノ結 核 菌 ナ ルelS/i澄 明 テ

得 タ。 而 シテ中川 氏 菌 ノ死 菌 免疫 二於 テ、2萬

倍 ノ高 キ凝 集 横 テ示 メ セル如 キハ實 一 未曾 有 ノ

事 二厩 スル。 猜 又結 核 罹 患 家 兎 二於 テ マ ン トー

出現 以 前 二凝 集 慣 ノh昇 スル事 ハ飯 島 氏 ノ實 瞼

ニー致 スル。

然 シ人 血満 二施 行 シテ其 ノ反慮 状 態 テ親 察 人ル

ニ川 村 、 井 上 、 森 氏 等 ノ實瞼 二依 ル モ、 特 二凝

集 慣 テ以 テハ結 核 ト非結 核 テ・F・捌 シ得 ザ ルガ故

島、 診 噺 ヒノ假 値 少 シ トノ見 解 二於 テ ハ 多 ク ノ

所 謂 反 封 者及 森 氏 ノ見 解 ニー 致 スル。

余 ハ 既 二論 述 セル如 ク結 核 凝集 反 癒 テ實 施 スル

ニ際 シ、 コ2
一杢 ノ定 型 的抗 酸 性結 核 桿 菌 ノ死 菌

集 塊 二物 理 的 化 學 的操 作 ラ加 へ蝋 様 被 膜 テ奪 取

シ テ非 抗 酸 性 タ ラ シメ シ結 核 菌 ラ用 ヒル事 二比

シテ、 生 菌 ノマ ・外 皮 テ奪 取 シ、 而 モ褒 育 盛 ナ

ル 中川 氏 非抗 酸 性 搾菌 テ用 ヒル 方 ガ其 ノ生物 學

的 性能 テ障碍 スル事 ナ キ貼 及 諸 化 學藥 品 ノ影 響

ナ キ鮎 ヨ リ見 テ遙=二勝 レル モ ノナ ル事 テ信 ズル
　

ト共 二、 先 人 ノ苦 心 シテ或 ハ物 理 的或 ハ化 學 的

手段 二訴 ヘ テ迄 獲 得 セ ン ト求 メ シ理 想 的 「ア ン

チ ゲ ン」 トハ實 二斯 ク ノ如 キ モ ノ ト思 惟 セル モ

ノデ アル。 然 ル ニ意 外 一 モ余 ノ人血 清 二於 ケル

實 験 成 績 ヨ リ見 ル ナ ラバ余 ハ高 卒 ノ陽 性 又 ハ陰

性%ラ 示 シテ臨 躰 的 慣値 テ構 フル先 人 ノ成 績 ト

ハ途 二何 等 ノー 致 鮎 テ モ見 出 シ得 ナ カ ツ タ
。 自ρ

余 ハ早 クモユ坐 空 ノ指 摘 セル如 ク陽 性 、 陰 性 テ

決 定 スベ キ判 定 規準 トナル凝 集 慣 ラ決 定 シ得 ザ

リシガ故 二、余 ハ桿 菌 テ以 テ シテハ何 等 ノ成績

ラ モ爆 ゲ得 ナカ ツタ。

即 余 ガ動 物 實験 二於 テ想 像 シ且期 待 セ ノレ如 ク、

人 血lll茸∴於 テ ハ何 等 早期 診断 的 慣 値 テ認 メ得 ナ

カ ツ タ。 唯 余 ノ縄 験 セ ル所 鳥 シテ先 人 ノ言 ニー

致 人ル ハ肺 結 核 ノ極 メ テ幌 度 ノモ ノ及 治 癒 傾 向

大 イ ナ ル モ ノ∴於 テハ凝 集 慣 ハ比 較 的 高 ク、 重

症 ノ モ ノ ∴於 テハ 下降 シ叉 ハ 反慮 テ呈 サ ザ ル事

デ ア リ、 ソ ノ絶 過 二從 ヒ念 激 ノ凝 集 慣 ノ下 降 ラ
コ

示 λハ 豫後極 ノ テ不良 ナ ル モ ノ ニ於 テ認 メ ラ レ

ル鮎 ∴於 テデ アル。 而 シ ア非抗 酸 性 結 核 菌 テ用

ヒタSproncku.Hamburgerガ 凝 集 償 高 キ ハ

治 癒 λ ル傾 向 ノ弧 キ テ示 シ、慢 性 二移行 シテ 「ツ

ベ ル ク リン」 ノ漕 失 スル如 キモ ノニ於 テ ハ凝 集

假低 シ ト へ ㌃ニ ハ余 で亦 貿 スル モ ノデ ア ル。

然 レ ド余 ハ以 上 ノ如 キ實 験 研 究 ノ結 果 中川 氏 非

抗 酸 性 結 核 桿 菌 ハ結 核 凝 集 反 慮 ノ抗 元 ト シテ不

適 當 デ ア リ、 何 等 診 断 的 債値 テ有 スル モ ノニ非

ズ トノ結 論 二達 シ、 同 時 二叉 コ ッホ ノ定 型 的 抗

酸 性結 核 菌 ヨ リ唯 其 ノ蝋 檬 被 膜 テ奪 取 セル バ

ノ桿 菌 二依 リテハー一 假 令其 ノケ法 二於 テ中川

氏 法 ノ如 ク生 菌 ノマ ・外 皮 テ奪 取 スル モ亦 先 人

ノ如 ク死 菌 二操 作 シテ外 皮 テ奪 取 スル モ其 ノ方

法 ノ如 何 テ問 ハ ズ、 纏 テ非 抗 酸 性 タ ラ シメ シ結

核 桿 菌 二依 リテ ハ抗 元 、 抗 禮 ノ結 合 猫 不 充 分 ニ

シテ結 核 凝 集 反 慮 ハ何 等 臨 沐 的 償値 テ齎 ス結 果

二到 達 シ能 ハ ザ ル ナ リ トノ結 論 二達 シ
、 コ ・二

余 ハ未 グ謎 ノ中 二横 ハ ル結 椥 菌 ノー 段 飛 躍 セ ル

本 艦 的 性能 二徹 スル ニ非 ザ レバ途 二結 核 凝 集 反

慮 ノ臨躰 的 債値 テ高 揚 シ得 ザ ル ナ リ ト考 フル ー。

到 ツ タ。

第七章 結 論

余 ハ 中川 氏 非 抗 酸 性 結 核 桿 菌 ラ以 テ凝 集 反 癒 テ

行 ヒ、 次 ノ成 績 二到 達 シ タ。

1.該 菌 ラ以 テ 凝 集 反 慮 テ 行 フー ハ、NaCl,

NaBr,KNOs,K2SO4,Na2SO4,MgSO4ノ 盤

類 中MgSO,5.5%ガ 血 清 稀 繹 液 トシテ最 適 當

ア ア ル 。

2.成 績 ノ判 定 一 ハ、 試験 管 テ3時 間37℃ 二

温 メ、後 室 温 二放 置 シ48時 間後 二判 定 ス ル ガ

最 モ ヨ イ。

3・ 中川 氏桿 菌 ノ死 菌、 三ユ 杢氏 菌 ノ死 菌 又 ハ
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生菌ラ以テ家兎テ免疫 シテ得 タ血満 ハ中川氏桿

菌 二封 ネル凝集債 ノ著明ナル上昇ラ認 メル。
し

4.看 護婦18名 、非結核性疾患者18名 、軽症

肺結核及 ピ肋腹膜炎患者18名 、重症肺結核患者

18名 二就キ凝集反慮ヲ検 シタガ、其結果ハ像想

二反 シテ結核 ト非結核 トノ間 二載然タル嘔別 テ
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